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親密圏と して の メディ ア 空間

一
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1．報告の 目的

　本報告は、近年の 中学生 ・高校生を中心 に 、主

として携帯電話を介 して用い られ る 「リアル 」 と

い うイ ン タ
ー
ネッ ト上 の サイ ト （ツール）を事例

に 、彼 ら／彼女らの親密圏1の ありようを描き出そ

うとい うもの で あ る。

　中高生 の 親密圏につ い て検討す るにあた っ て

は、まず学校につ い て捉えて お く必要がある。中

高生に とっ て学校は、家族 に次 ぐ主要な親密圏の

一
つ で ある。

一
日の半分以上、身を置く場所であ

り、 数年間ほ とん ど変わ らぬ メ ン バーと同じ時間

を過ごすこ とか ら、否応なく親密性が育まれ 、 学

校とい う装置か らもそれが促 される。その意味で

学校は紛れもなく主要な親密圏であるが、他方で

そ の 「揺 らぎ」も指摘され る。校内暴力や い じ め、

学級崩壊、ある い は友人関係 の希薄化な どを引き

合い に、学校が親密圏 として の役割を担えなくな

っ て きて い ると論じ る こ とはもはや容易で ある。

　そ の 学校を基礎 と し た関係性か らの 逃避先 と

して、しばしば持ち出され て くるの がメディ ア 空

間 （と りわ けイ ン ターネ ッ ト、ケー
タイなどの 電

子メディ ア 空間）である。メディ ア空間は こ れま

で、学校で の 関係性 とは異な る匿名の 他者 と、新

た に親密な関係性を築くこ との で きる場として描

か れ て きた 。

　とこ ろが、こ こ数年の 中高生 らの メディア利用

の あ り方 をみる と、必ずしもそ うは 言えなくなっ

て きて い る。学校外の 異質な他者を求 める の で は

な く、メディ ア空間におい て も既存の 同質的な関

係性を持続 してい るの である。 彼ら／彼女 らにと

っ てメディ ア 空 間は、既存の関係性をべ 一
ス とし

た 「親密圏」 と化 して い るわけ で あ る。本報告で

は、そんな現代の中高生 の親密圏の あ りよ うを携

帯サイ ト 「リアル 」を通 して 、学校とメディ ア 空

間を対置させ ながら、描き出す ことを 目的とする。

2．学狡 とレ、 う糀 圏

伊藤茂樹 （2002 ）によると、1970年代か ら80

年代にかけて 、学校における生徒文化は 「向学校

1 親密圏は 「具体的な他者の 生 へ の配慮／関心 をメディ ア とす るあ

る程度持続的な関係幽 （齋藤編 2003）と定義され るが、本報告

で は中高生 を対象 とする ため、とくに友人関係を基礎
’
とした 関係

性の 領域を指すこ とになる。

文化 」 と 「反学校文化」 へ と分化され、1990年代

以降、そ れ らが さらに細分化 され る こ とで 、学校

外 の 「若者文化」の 占める位置が拡大 した とい う。

つ まり、学校の持つ 機能が弱ま っ て行っ た とい う

わけだ。校内暴力な どの集団 ・組織的な逸脱行動

も 、 学校の 持っ 力が大きか っ たがゆえに起こ り得

た反発 ・抵抗の表れであっ たと捉えられ る。

　近年では、反学校 ・脱学校 とい うよ うな動きに

代わ っ て 、個人に対する同調圧力が強まり、場 の

「空気」 を読ん で相応 しい 「キ ャ ラ」 を演 じ る こ

とが求め られ ると言われ る （原田 2010）。 学校は

対立や抵抗がなくなっ た反面、「空気」の重圧が支

配する歪な親密圏となっ て い るわけで ある。

3．メディ ア空間へ の まなざし

　学校の持つ 機能が揺 らぎを見せ 始めた頃 、 そ の

「学校外」 の 新たな場として メデ ィア 空間が取 り

上げられるよ うになる。ポケ ッ トベ ル を通 じて友

人を作る 「ベ ル 友」、メール のや り取 りを通 した友

人の 「メル 友」、さらには 「出会い 系サイ ト」 と呼

ばれる異性交際を 目的と したサイ トの 登場など、

見ず知らずの 他者とメデ ィ アを通 して親密になる

とい う関係性 の あ り方 が、当時の若者に 固有の 現

象として注 目された 。 富田英典 （1997）は、そん

な 「見知 らぬ人」 で ありなが ら 「親密な」 関係性

にある者を 「イ ン テ ィ メイ ト・ス トレ ン ジ ャ
ー

」

と呼んで い る。ただ、そ の よ うなメディアを媒介

とし た親密な関係性の あ り方は、とか く否定的に

捉え られて きたきらい がある。ネ ッ ト依存に よる

現実との 隔絶、ネ ッ トで 自殺仲間を募る 「ネ ッ ト

心中」、出会い 系サイ トを契機 とした殺人などの 事

例をもとに 、 そ の 危険性が強調されて きた。

　こ の よ うな特性とは対照的なの が、近年の 中高

生の 振る舞い である。

4． 「リアル 」 にみ る親密圏

　メディ ア空間は学校で の 関係性 か ら解放 され る

べ く求め られたもの で あっ たが、近年の 中高生 ら

は、学校で の特定の 関係を維持 ・強化すべ くメデ

ィ ア空間へ と向かっ て い る。

　そ の こ とは プ ロ グなどか らも見出せるもの で あ

るが 、
「リア ル 1 と呼ばれ るツール では、そ こ に

一

定の距離を含む こ とで、「空気」か らの解放 とい う
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役割も果た して い ると言える。以下で は 「リア ル 」

をめ ぐる幾っ か の特徴を挙げなが ら考察して い く。

（1）行動の実況

　 「リア ル 」 とは、「リアル タイ ム 」 の意味で 、 プ

ロ グの よ うにある程度まとまっ た文章を 「日記」

として提示するもの で はなく、主としてケ
ー

タイ

か ら短 文で頻繁な更新をするイ ン ターネ ッ ト上 の

ツール で 、「リア ル タイ ム プ ロ グ」 とも呼ばれる 。

そ の最大の 特徴が 、 行動 の 実況 と呼べ るもの であ

る。その都度の行動を 「今○○ した1 などと、
一

日複数回 の 書き込み を行い 、それを特定の 友人間

で確認 し合うとい うもの で あ る。

　多くが、「ボ ム ペ 」 と呼ばれ るケ
ー

タイ向け ホ

ーム ペ ージや 「プ ロ フ 」 とい う自己紹介ペ ージに

リン クするかたちで併用 されてい る。 それ らを互

い に リン クしあうこ とで 関係を可視化 し、他の友

人 とは異なる親密な友人で あるこ とが明示 される。

　その友人は 、 同じクラス や同 じ部活動である者

など、少なくとも同じ学校に属する友人で ある。

高校生 で は、同 じ出身中学で ある他校 の 者も含ま

れ るが
、 ネ ッ ト上 で知 り合 っ た友人な どは含まれ

て い ない の が特徴で ある。 あくまで も 「学校」を

契機とした関係性が前提となっ てい るの で ある。

（2＞適度な距離

　互 い に閲覧し合 うもの でありなが らも、多くの

「リア ル 」 にはプ ロ グの ような コ メ ン ト機能はな

く、あっ て もほ とん ど利用され て い な い。あ くま

で も
一方的に書き、

一方的に見 る、とい うス タイ

ル である。 それ ゆえ閲覧に対する過剰な反応は要

求されず、書き手側も過剰に 「空気」や他者を意

識する必要がない。関係圧力を回避 し、
一

定の距

離を保ちなが ら、実況される行動 の確認によ り、

互 い の 日常に近 づ くこ とが で きるわけで ある。

（3）相互確認

　 「リア ル 」 が
一
方的に書き、

一方的に見るとい

うもの で ある とは言え 、 記述の 中には行動の 実況

とともに、特定の人物に向けたメ ッ セ ージ も見受

け られ る。それはあくまで もその 人物が閲覧 しに

来なければ伝わ らない もの で ある。直接相手に伝

えた い の で あれば、電話やメ
ー

ル とい っ た直接伝

わりやすい手段を選ぶはずで あるが、あえて 「リ

アル 」に書き込んでい るわけである。頻繁に見る

機会がなければそ の記述が意味を持たない こ とを

考え る と、利用す る中高生たちに とっ て、特定の

友人間にお い て 互 い の 「リア ル 」 を確認し合うこ

とは当然の こ ととな っ て い るの だと言 える。つ ま

り、彼 ら／彼女 らに とっ て、「リア ル 」 とい う 「メ

ディ ア 空 間」 は、友人関係 とい う親密な関係性に

おい て 、 欠 くことの できない 場であ り、「リアル 」

とい う名の 「親密圏」 で あると捉えるこ とがで き

る。

（4）　閲覧常U匡艮
　 「リアル 」 は原則 として公開で行われて い るた

め、「友人」で なくて も閲覧可能にな っ て い る。た

だ、なかには閲覧に際して の パ ス ワ
ー

ドが付けら

れた書き込み もある。パ ス ワー ドを知っ て い る関

係 とはごく限られた親密な友人関係で ある 、
「リア

ル 」 は元 々 ごく限られた友人同士 で閲覧 し合 うの

が
一
般的で あるが、そ の なかで も特定の 人物にの

み見せ るメ ッ セージを使い 分けて書き込 ん で い る

の で ある。 公開された 「リアル 」 の なかに 、 言わ

ば操作的に 「親密圏」 を作っ て い るわけで ある。

　こ こ で は紙幅 の 都合で 具体的な事例を挙げる

こ とはできない が、こ こで 示したもの は、多くの

「リア ル 」 に共通 して見 られる特徴で ある。 容易

に
一
般化は で きない もの の 、現代の 中高生 たちは、

こ の ような 「リア ル 」 とい う場におい て 、学校を

契機とした既存の 関係性を、ネ ッ ト空間に持ち込

むこ とで、独 自の親密圏を作り上げ、適度な距離

感を持 っ て、緩やかにかつ 濃密な関係性を紡ぎあ

げて い るわけで ある。

5．結論

本報告では、「リアル 」 とい う携帯サイ トを例に

して 、現代中高生 の親密圏の あ りよ うを考察して

きた 。 既存 の親密圏 として の 学校は、「教育」 とい

う名の もとに親密な関係性を育む場で はな く、親

密な関係性 の 契機として の 役割を担っ てい る。そ

の 限りにおい て は、学校はきわめて重要な意味を

持 っ て い ると言 える。 そ の 関係性な しには 「リア

ル 」 は成立 しない の だか ら。他方、メディ ア 空間

は、中高生 にとっ て新たな関係性を形成する場で

はなく、あくまで も学校を契機とした関係性を持

ち込 む こ とで構成され る、彼 ら／彼女らにとっ て

の 重要 な 「親密圏」 となっ て い る の で あ る。

＜＜参 考文献＞＞

原田曜平，2010，『近頃の 若者はなぜ ダメなの か』光文 仕．

伊藤茂 樹，2002，「青年文化 と学校の 90 年代」 『教育社会

　学巧チ鬨 　70：89【103．

齋藤純
一
編，2003，『親密圏の ポ リテ ィ クス 』ナカ ニ シヤ

　出版

富田 英典，1997，「イ ン テ ィ メイ ト・ス トレ ン ジ ャ
ーの 時

　代 」 富 田英典 ・藤本 憲
一・岡田朋之 ・松田美佐 ・高広伯

　彦 『ポケベ ル ・ケータイ主義！』ジ ャ ス トシ ス テム ，14−30．

研
究
発
表

一415 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


